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元気じるし　　社是 元気じるし　　テーマ 元気じるし　ミッション

愛・感謝・共笑 わたしたちは　常識に挑戦する
地域とともに支え合い、誰もが自分らしく暮らせる

社会の実現に向けて取り組みます

障害事業部事業指針　 本部年間計画 部門 年間目標 内容

【事業指針】
障害事業部は本年度で9年目を迎えます。これまで取り組んできた「強度行動障害のある方への支
援」は、今や社会的にも大きなニーズのある分野となりました。私たちの柱である重度訪問介護を活
用したシェアハウスについても、利用者・スタッフともに広がりを見せており、そのニーズの高まりを
受けて、第3シェアハウスを新設する運びとなりました。
元気じるしの住まいは、いわゆる福祉的な施設ではなく、入居者一人ひとりが地域の一員として当た
り前に暮らしていくための場所です。今秋の第3シェアハウス開設を見据え、あらためて原点に立ち
返り、「その人らしい暮らしが日々積み重なること」を大切にした支援を実践していきます。
その中で、これまで「支援が難しい」とされてきた方や、マンツーマンの関わりが必要な方、他では受
け入れが難しい方についても、引き続き大切に受け入れていきます。
また今年度は、これまでの経験を活かし、「誰が関わっても実践できる支援」を形にしていく一年とし
ます。個々の力に頼るのではなく、チームとして支える体制をより一層強化し、一人ひとりが自信と
誇りを持って支援にあたれる環境づくりを進めていきます。
あわせて、のんきっずについても、今後の受け入れ拡大に向け、基盤をしっかりと整える一年として
いきます。

【本部の取り組み】
＜安全について＞
・日々の支援の中での「安全」をより大切にしていきます
・パニックや飛び出しなど、特性に応じた対応力を高めます
・緊急時に落ち着いて動けるよう、体制づくりと訓練を行います
「安心して過ごせる環境づくり」をみんなで作っていきます。

＜研修について＞
・すべてのスタッフが研修に参加できるようにします
・実際の現場で活かせる内容を重視します
・事例共有や振り返りを大切にします
ハラスメント研修、コンプライアンス研修を皮切りに、年間研修計画に基づいて実施していきます。
「学んで終わり」ではなく、「現場で使える力」にしていきます。

＜社会とのつながり＞
・地域とのつながりを広げていきます
・困っている方を見つけ、支援につなげていきます
・私たちの支援を外にも発信していきます
「必要とされる存在」としての役割を広げていきます。

今年度は、
◎ 支援の質をさらに高める
◎ チームで支える力を強くする
◎ 私たちの支援を社会に広げる
そんな一年にしていきます。

暮らし部門

① 支援の質の標準化（PDCAの徹底）
個別支援計画に基づき「Puran 計画の理解➡Do 支援の実践➡Check 日常の相談・ケース会議➡Act モニタリング」のPDCAサイクルを確実に運用します。これにより、経
験や担当ににかかわらずどのスタッフでも一定水準の支援が提供できる体制を構築します。1回で終わりではなく繰り返すことが継続的な改善につながる。

② 生活体験の充実と安全な活動運営
'地域活動・防災活動・季節行事・社会体験・プール活動など、多様な生活体験の機会を安全に提供します。
活動内容については、家族へ月に1回定期報告を行い安心と信頼の構築につなげます

③ 食事支援の充実とQOLの向上
日々の食事を安全に提供することを基本としながら、季節食・誕生日メニュー・外食・手作り食など楽しみのある食事機会をを設けます。食を通じて利用者の生活の質
(QOL)の向上を目指します。

④ 医療連携の強化と現場対応力の向上
'訪問看護ステーションのシェルホームと密に連携し、日常的に起こりうる医療的課題に対して、現場レベルで迅速かつ適切に対応できる体制を整備します。合わせて職員
の対応力向上にも取り組みます。

笹川BASE居住者
重度訪問介護

地域生活部門

① 支援の質の標準化（PDCAの徹底）
個別支援に基づき、「計画の理解→支援実践→日常相談・ケース会議→モニタリング」のPDCAサイクルを確実に実施します。これより、経験年数に関わらず、どの職員で
も一定水準の支援が提供できる体制を構築します。

② 人材育成と受け入れ体制の強化
利用者数の増加や居宅ニーズの拡大に対応するため、重度訪問介護従事者養成研修などを活用し、専門性の高い人材の育成を進めます。あわせて、受け入れ体制の
強化とサービス提供力の向上を図ります。

③ 宿泊体験ニーズへの対応（本部連携）
平尾での宿泊体験を希望する方に対し、将来的な利用や展開を見据えて、受け入れのあり方や運用について検討を開始します。本部と連携しながら、具体的な仕組みづ
くりを進めます。

'④環境設備
備品確認や季節に応じて、準備、清掃、除草を行います。
車両事故訓練、避難訓練
事故の未然防止（危険予測）事故発生時の救助・対応能力向上を目的とします。
地震や火災等の災害発生時に安全な場所へ迅速に避難する為、行動確認や初期対応を練習します。
イベント,平尾ご利用者様誕生日会,収穫祭（畑）

地域居宅・重訪
平尾重訪宿泊

重訪研修

日中活動部門

① 支援の質の標準化（PDCAの徹底）
支援の疑問点や不安を日常的に話せる雰囲気づくりを大切にする。利用者様ごとの個別支援会議実施し、今ある課題を共有する。支援実施記録を必ず記載し、記録を根
拠に支援を振り返る。（記憶やイメージを頼りに振り返りを行わないようにする。）半年に一度、保護者へのモニタリングを行う。電話又は対面にて聞き取り。聞き取りした内
容はスタッフ全員に周知する。

② 日中活動の充実と情報発信の強化
活動の週間計画の導入。場当たり的な活動ではなく、月ごと、週ごとの見通しを持った活動実施。活動についての会議を毎月実施。週2回更新を目標にインスタグラムを
更新し、情報発信を行う。

③　安全体制の強化と実践
安全マニュアルの完成と周知。新規スタッフが入った際の資料として現場で活用する。半年に一度内容を見直すための会議を実施。避難訓練、事故訓練の設定周知。

④ 移動支援とバリ活
利用者様に合わせたお出かけ先の考案を行い、余暇活動をいっしょに楽しむ。移動支援予約管理と行程表作成について、対応可能なスタッフを増やす。
バリ活（バリアフリー活動）を再度行うために構想を練る。※安全かつ平等に活動するにはどのように取り組むのが良いかを考え、提案する。

生活介護
児童発達支援

移動支援

計画相談事業
(本部事業)

① 本人中心の相談支援の充実
年齢・国籍・障害種別を問わず、相談をいただいたすべての方に対し、一人ひとりの思いや希望に寄り添った計画相談支援を実施します。
利用者様・ご家族との対話を大切にし、本人の意思決定を尊重した支援を行います。
計画作成だけでなく、就労・住まい・医療・地域生活など、暮らし全体を見据えた支援を行います。
モニタリングや担当者会議を通じて課題を早期に把握し、関係機関と連携しながら課題解決を図ります。
新規相談にも積極的に対応し、地域から信頼される相談支援事業所を目指します。

② 地域連携と社会資源開発の推進
地域の関係機関との連携を強化し、障害のある方が安心して暮らせる地域づくりに取り組みます。
行政、医療機関、学校、福祉事業所、企業などとの連携を強化します。
担当者会議や地域課題検討会を積極的に開催・参加し、課題解決につなげます。
交流会や勉強会、研修会等を企画し、関係機関とのネットワーク構築を進めます。
地域に不足する社会資源の把握を行い、新たなサービスや仕組みづくりを検討します。
外部研修への参加を通じて知識向上と人脈形成を図ります。

③ 自立生活援助事業の強化と地域生活支援の充実
今後さらにニーズの高まりが予想される自立生活援助事業について、受入体制の強化と支援の質の向上を図ります。
自立生活援助の利用者受入を積極的に進め、地域生活への移行を支援します。
グループホーム退居後や単身生活を希望される方への継続支援体制を構築します。
居住支援法人事業や地域生活支援との連携を強化し、住まいの確保から生活定着までを支援します。
支援事例の蓄積と検証を行い、事業部全体でノウハウを共有します。
将来的な地域共生型住宅や居住支援事業の発展につながる基盤づくりを進めます。

計画相談
自立生活援助

地域イベント・啓発


